
中小製造業および物流・小売現場における「ロ

ボット部下」の普及予測とRaaSがもたらす産
業構造の変革 

Gemini 3.1 pro 
導入：時給制ロボットが切り拓く新たな自動化のパラダイム 
現代の製造業、物流・サプライチェーン、さらには小売やバックオフィス業務において、自動化のあり

方が根本的な転換点を迎えている。かつて「ロボットの導入」といえば、数千万円から数億円規模の

莫大な初期投資（CapEx）を伴い、安全柵で隔離された専用ラインに強固に据え付ける大型の産業
用ロボットが主流であった。しかし、近年では「ロボットが部下」として現場の人間と直接協働し、さら

には「時給雇い」に近い感覚で導入できるサービスモデルが新常識として定着しつつある1。 

この潮流は、深刻な労働力不足に直面する中小工場や物流倉庫において、設備投資のハードルを

劇的に下げる画期的なアプローチとなっている。特に、初期費用を抑えて月額定額で利用できる

RaaS（Robot as a Service）というビジネスモデルの台頭は、これまで資金力や技術的な専門知識
の欠如から自動化を諦めていた中小企業に対し、全く新しい選択肢を提示している2。本レポートで

は、近年急成長を遂げている協働ロボット（Cobot）市場とRaaSモデルに焦点を当て、マクロ経済に
おける統計データから現場レベルでの具体的なユースケース、費用対効果の検証、さらには人間と

ロボットが共存する組織論に至るまで、多角的な視点から「ロボット部下」が今後どの程度普及して

いくのかを詳細かつ網羅的に分析する。 

マクロ経済とロボット市場の成長軌道：協働ロボットの爆発的

普及 
ロボットの普及度合いを予測する上で、まずはマクロな市場規模と成長率を俯瞰し、旧来型の産業

用ロボットと新しい協働ロボットの動向の違いを明確にする必要がある。世界のロボット市場、とりわ

け人間と同じ空間で稼働できる協働ロボットの領域は、著しい成長の途上にある。 

世界市場における協働ロボットの急成長 
世界の協働ロボット（Cobot）市場規模は、2025年の14億2000万米ドルから、2030年には33億8000
万米ドルへと急速に拡大すると予測されている4。この5年間における年平均成長率（CAGR）は18.9
％という極めて高い水準が見込まれており、大企業から中小企業に至るまで、あらゆる規模の企業

において導入が加速することが示唆されている4。 

協働ロボットがこれほどの成長を遂げる背景には、明確な経済的・運用的な強みが存在する。従来

の産業用ロボットに不可欠であった大規模な安全インフラ（安全柵や専用の安全センサーなど）を構

築することなく、人間と一緒に作業できる能力は、スペースが限られた中小工場にとって決定的な利

点となる3。加えて、業務効率の向上、人件費の削減、そして職場の安全性向上という多面的な利益



をもたらす4。さらに、協働ロボットは導入に伴う投資回収が早く、現場の状況に応じて異なるタスクに

簡単に再配置できるため、生産品目や出荷量が日々変動するダイナミックな生産シナリオに最適で

ある4。この極めて高い適応性こそが、製造業にとどまらず多様な産業へと市場浸透が進んでいる最

大の理由である4。 

 

 
 
日本市場の底堅さと産業構造の転換 
一方で、世界のロボット生産の38％を占める卓越したロボット製造大国である日本自身の市場動向
も重要である5。日本のロボット市場全体の規模は、2024年時点での28億米ドルから、2033年まで
に32億米ドルに達すると予測されている6。一見すると世界の協働ロボット市場の成長率（CAGR 
18.9%）と比較して緩やかな成長に見えるが、これは日本のロボット市場がすでに成熟した巨大な
ベースラインを持っていることに起因する。 

（一社）日本ロボット工業会の調査・統計部会が発表した2024年の暦年ロボット統計（受注・生産・出
荷実績）によれば、2024年の受注台数は前年比8.2%減の182,464台、受注額は同1.3%減の8,321



億円となり、2年連続の減少を記録した7。この一時的な低調は、世界的な金利動向に伴う設備投資

の様子見姿勢や、コロナ禍におけるサプライチェーンの混乱からの正常化プロセスでの反動減が複

合的に影響した結果であると推測される7。 

しかし、この踊り場は長期的な衰退を示すものではなく、2025年については3年ぶりの前年比増への
力強い回復が見込まれている8。その牽引役の一つが、日本の基幹産業である自動車業界のパラダ

イムシフトである。自動車産業は現在、電気自動車（EV）やハイブリッド車といった代替パワートレイ
ンへの適応に向けた抜本的な生産ラインの再構築（リストラクチャリング）プロセスにある5。この変革

を支えるため、2024年には日本の自動車産業において、過去5年間で最高となる約13,000台の産
業用ロボットが新たに導入された5。このような大手製造業での大規模な高度化投資がベースロード

として存在し、その裾野に広がるサプライチェーン全体、すなわちティア2、ティア3の中小企業群に対
して、より柔軟性の高い協働ロボットが浸透していくという二段構えの成長構造が形成されつつあ

る。 

RaaS（Robot as a Service）による財務的・経営的ブレイクス
ルー 
これまでのロボット導入において、中小企業を最も悩ませてきたのは「多額の初期投資（CapEx）」と
「導入後の運用・保守にかかる専門人材の不足」という二重の障壁であった3。この障壁を根本から

破壊し、「時給雇いのロボット部下」という新しいメンタルモデルを定着させているのが、RaaS（Robot 
as a Service）というサブスクリプション型のビジネスモデルである1。 

資産から経費への転換：初期費用ゼロのインパクト 
RaaSは、ハードウェアとしての物理的なロボットを購入・所有するのではなく、クラウド上のソフトウェ
ア（SaaS）と同様に「サービスとしての稼働能力を利用する」モデルである。このモデルの最大の財
務的利点は、導入時の高額な初期費用を極小化、あるいは完全にゼロに抑えることができる点にあ

る2。 

比較項目 従来のロボット導入（所有モデ

ル） 
RaaSモデル（利用モデル） 

初期投資（CapEx） 極めて高い（数千万〜億円規

模） 
不要、または極めて低い 

費用計上方式 固定資産としての減価償却 オペレーティング費用（経費）とし

ての月額処理 



保守・メンテナンス 自社手配、別途契約費用が発

生 
月額定額料金に全て包含 

陳腐化リスク 自社で抱える（買い替えが必

要） 
サービス提供者が担保（最新機

種へのアップデート可能） 

拡張性・柔軟性 閑散期でも資産として固定化 契約期間中の台数増減、スペー

ス変更に柔軟に対応 

表1: 従来のロボット所有モデルとRaaSモデルの財務・運用面での比較2 

表1が示すように、RaaSの契約には、ロボット本体の利用料（レンタル費用）だけでなく、稼働を維持
するための保守メンテナンス料、万が一の事故に備えた保険料、さらにはロボットを資産として所有

した場合に発生する固定資産税など、継続的に発生するランニングコストがすべて月額の定額費用

に織り込まれている2。これにより、企業はロボットを「バランスシート上の重たい固定資産」として抱

え込むリスクを回避し、人件費と同様の「経費（オペレーティング費用）」としてシンプルに処理するこ

とが可能となる。投資回収期間の計算が容易になり、導入したその月から即座にキャッシュフロー上

のプラス効果を生み出しやすくなるため、経営体力の乏しい中小企業でも迅速な経営判断を下すこ

とができる2。 

新たな労働形態の誕生：遠隔操作とデジタルワーカーの時給

モデル 
RaaSモデルの普及は、ロボットの運用コストを「時給」という人間の労働者と直接比較可能な指標で
可視化することを可能にした。経営者や現場責任者は、機械を導入するというよりも「特殊な能力を

持った新しい部下を雇う」という感覚で自動化を検討できるようになっている3。この「時給ロボット」の

概念は、単なる比喩にとどまらず、実際のビジネスモデルとして多様な形で社会実装されている。 

小売現場における遠隔操作型労働ロボット 
物理的な現場における画期的な事例として、Telexistence社が展開する世界初の労働型ロボットの
コールセンターオペレーターモデルが挙げられる9。同社の飲料陳列ロボット「TX Scara」は、全国の
コンビニエンスストアの店舗に導入が進められている9。このシステムは完全な自律動作だけでなく、

遠隔操作（テレプレゼンス）による人間の介入を前提として構築されている。 

特筆すべきは、このロボットを遠隔操作する人員（在宅業務のオペレーター）に対して、時給1,100
円〜1,500円の報酬が設定されている点である9。オペレーターは平日日中から深夜まで柔軟なシフ

トで稼働でき、物理的な重量物（飲料ボトルなど）の運搬という過酷な重労働をロボットに代替させな



がら、人間は快適な在宅環境から視覚と判断力を提供する9。これは「人間が直接現場で働く」という

従来の労働の定義を根底から覆し、ロボットというアバターを通じて労働力を提供する新しい雇用の

形を示している。小売店側から見れば、現場の従業員を採用・教育・定着させる困難なプロセスをス

キップし、一定の時給コストを支払うことで「陳列業務を完遂する労働力」を安定的に調達できるとい

う強力なメリットがある。 

バックオフィス業務を担う時給600円のデジタルワーカー 
「ロボット部下」の概念は、物理的なハードウェアにとどまらず、ソフトウェアの世界にも波及してい

る。シスプロ（SYSPRO）が提供するRPA（Robotic Process Automation）派遣サービスでは、「時給
600円のデジタルワーカー」という極めて低コストな価格設定でバックオフィス業務の自動化サービス
を提供している10。 

RPAは、データ入力や請求書処理といった定型的なPC作業を自動化するソフトウェアロボットである
が、導入企業にとって「活用範囲が広すぎて何を任せるべきか分からない」「エラーが出た場合の対

応が不安」といった課題があった10。シスプロのサービスは、ツールを販売するのではなく「教育済み

のデジタルワーカーを時給単位で派遣する」というモデルをとることで、この心理的・技術的ハードル

を下げている10。物理ロボットのRaaSと同様に、ソフトウェア領域においても「機能の購入」から「労
働力の時間借り」へのパラダイムシフトが進行している証左である。 

物流・3PL業界における協働ロボットの爆発的普及とエコシス
テム 
「時給ロボット」の実力とRaaSの親和性が最も顕著に現れているのが、物流および3PL（サードパー
ティ・ロジスティクス）の現場である。eコマースの急激な拡大に伴う小口配送の増加と、季節やキャン
ペーンによる物量の激しい波動、そして慢性的な人手不足という三重苦に直面する物流業界におい

て、RaaSによるロボット導入は救世主となっている11。 

日本通運におけるAMR（自律移動ロボット）のRaaS導入事例 
日本の代表的な物流企業である日本通運株式会社は、東京都の平和島センターにおいて、

Rapyuta Robotics製の倉庫向け協働型ピッキングアシストロボット（AMR：Autonomous Mobile 
Robot）をRaaSとして導入した2。この事例は、「人とロボットの共存」という次世代のオペレーションが

いかにして構築されるかを鮮明に描き出している。 

AMRの最大の特徴は、大規模なコンベア設備や固定ラックといった事前のインフラ整備を必要とせ
ず、既存のピッキング作業環境をそのまま生かして迅速に導入できる点にある2。従来のオペレー

ションでは、人間が広大な倉庫内を歩き回って目的の商品を探索し、ピッキングし、それを出荷場所

まで運搬するという、非常に歩行距離の長い非効率なプロセスであった2。しかし、AMR導入により、
業務フローは劇的に変革された。 

●​ 探索と誘導：ロボットが倉庫内を自律的に移動して商品の保管場所を特定し、人間の作業員
を最適なルートで誘導する。 

●​ ピッキング作業：人間が商品を確認し、正確に掴み取ってロボットのトレイに載せる。 



●​ 出荷場所への運搬：ロボットがピッキング済みの商品を自動で出荷エリアまで運搬する2。 

 

 
 
このように、人間は「歩く」という付加価値を生まない重労働から解放され、商品の確認という柔軟な

判断を伴う作業に専念できるようになった。これにより、未経験の新人作業者であっても、ロボットの

指示に従うだけで能力に依存しない均一な作業品質を担保できるようになり、教育にかかる時間や

間接コストが大幅に削減されている2。さらに、RaaSの機動力を活かすことで、繁忙期には一時的に
ロボットの台数を増やし、閑散期には減らすといった、物量の増減に合わせた極めて弾力的なス

ケーリングが可能となっている2。 

グローバルにおける3PL向けRaaSプラットフォームの多様化 
このトレンドは日本国内に留まらず、グローバルな3PL倉庫の運営においても主流となりつつある。
自動化ハードウェアに数百万ドルを投資する従来の手法から脱却し、多様なRaaSプラットフォーム
を組み合わせてフリート（ロボット群）を構築する企業が増加している11。eコマースのフルフィルメント
プロバイダーにとって、ピッキングの高速化、精度の向上、そして労働力依存度の低減は至上命題

である11。 

以下は、グローバルで3PL向けに広く採用されている主要なRaaSプラットフォームおよびロボットプ



ロバイダーの動向である。 

 

プラットフォーム / 企業名 主要な技術・アプローチ RaaSとしての導入効果と特
徴 

Locus Robotics 協働型AMR、ピッカー誘導シ
ステム 

従業員の歩行時間を劇的に

削減。インフラ変更なしで迅

速導入可能。ソフトウェア主

導の最適化11。 

Fetch Robotics 汎用的な自律移動フリート パレット搬送からピッキング

支援まで、多様なペイロード

に対応する柔軟な自動化。 

Geek+ Robotics Goods-to-Person（GTP）シス
テム 

棚ごと人間の作業ステーショ

ンに運ぶ方式で、高密度の

保管と高速なピッキングを両

立。 

AutoStore 超高密度キューブ型AS/RS グリッド状の保管システム上

をロボットが走行。初期投資

は高めだが、段階的拡張が

可能なモデルも展開。 

Exotec 3次元立体走行ロボット（
Skypod） 

床面の走行からラックの垂直

昇降までを1台でこなし、倉庫
の空間効率を最大化。 

表2: 3PL倉庫向けロジスティクスにおける主要なRaaS/ロボットプラットフォームの動向11を基に構成 

例えば、業界で最も広く採用されているプラットフォームの一つであるLocus Roboticsのシステムで
は、独自のアルゴリズムに基づくソフトウェアがロボット群を制御し、人間のピッカーと協働して受注

処理スピードを最適化している11。これらの最新の3PL施設では、反復的な倉庫作業をロボットフリー
トに任せることで、人間はより高度な例外対応や品質管理といった付加価値の高い業務に集中でき

る環境が整備されている11。 

中小製造業における「現場DIY型」とモジュール式協働ロボット
の台頭 
物流業界に次いで変化が激しいのが、多品種少量生産を主とする中小の製造工場である。ここで



も、ロボットに対するアプローチが根本から変化している。 

ドイツ発の先進RaaSモデルとモジュール式設計 
製造現場において、ロボットを導入する際の大きなハードルの一つが「機種選定の難しさ」と「用途の

限定性」である。専用機を購入してしまうと、生産ラインの変更に対応できないというリスクがある。こ

の課題に対し、ドイツ発の先進的なRaaSモデルに代表される「モジュール式＋サブスク導入」という
手法が、中小企業にとって革新的なソリューションとなっている3。 

モジュール式設計とは、まるでレゴブロックのように、ロボットアームの長さ、関節の数、そして先端

ツール（エンドエフェクタ）を現場のニーズに合わせて自由に組み替えることができる仕組みである3。

これにより、1台のロボットプラットフォームが、午前中は基板の組み立てを行い、午後は完成品の箱
詰めを行うといった具合に、作業内容に応じた柔軟な対応が可能となる3。複数工程に1台で対応で
きるため、事前の緻密な機種選定プロセスが不要となり、導入検討から実装までの期間が劇的に短

縮される3。従来であれば複数台の専用ロボットが必要だった多品種生産ラインでも単一プラット

フォームで対応でき、さらにそれをRaaS（月額課金）で運用することで「一括購入の大きな投資」が不
要となるため、プロトタイプ的な実証段階の導入にも最適である3。 

国内製造業における現場主導のカスタム構築（DIY型導入） 
導入のハードルが下がったことで、ロボットインテグレーター（SIer）に丸投げするのではなく、自社の
現場作業員が自らロボットシステムを構築・調整する「現場DIY型カスタム導入」という新たな潮流も
生まれている3。このアプローチは、単なるコスト削減にとどまらず、自社内にロボットを「使いこなす

力」を育成するという重要な副次的効果をもたらしている。 

北海道のある製造現場の事例がこれを象徴している。この工場では、重量2〜3kgの部品搬送作業
における作業員の身体的負担の軽減と、品質精度の維持が課題となっていた3。高額な外部SIerに
依頼するのではなく、彼らは協働ロボットを活用した自社構築を推進した。具体的には、部品の位置

を正確に把握するために高価な視覚センサー（カメラシステム）を導入するのではなく、より安価で確

実な力覚センサーを併用するアプローチを採用した3。視覚に頼るのではなく、ロボットが対象物に触

れた際の接触圧をもとに部品位置を自動で微調整する仕組みを、現場の知恵と工夫で組み上げた

のである3。 

このような事例は、最新の協働ロボットがいかに直感的でプログラミングが容易であるかを示してい

る。現場の作業員は、ロボットの動作を細かく設定し、エラーが出れば自ら修正する。このプロセス

は、プログラミングというよりも「新入社員（ロボット部下）に仕事のコツを教え込む」という人材育成の

感覚に近い。自社内でシステムを内製構築できる能力を獲得した企業は、生産品目の変更や新た

な課題に対しても、迅速かつ低コストでロボットを再設定できるようになり、圧倒的な競争優位性を手

に入れることができる。 

ロボット導入を後押しする政策的支援とBCP（事業継続計画） 
「ロボット部下」の普及は、技術の進化やビジネスモデルの変革という民間のダイナミズムだけで進

んでいるわけではない。需要側の切迫した課題と、それを後押しする国家レベルの政策的な支援が

強力な追い風となっている。 



国によるロボット導入補助金制度の拡充 
政府も中小企業が直面する深刻な人手不足に対する処方箋として、自動化投資への手厚い支援を

行っている。2026年版のロボット導入補助金制度では、企業の従業員規模に応じたきめ細かな補助
枠組みが用意されている12。 

企業規模（従業員数） 補助率 補助対象となる要件 期待される導入効果の

方向性 

5人以下 1/2以下 補助対象としてカタロ

グに登録された製品

等 

属人的な作業の排除、

経営者・熟練者の負担

軽減 

6～20人 1/2以下 補助対象としてカタロ

グに登録された製品

等 

複数工程の自動化、多

品種少量生産への適応 

21人以上 1/2以下 補助対象としてカタロ

グに登録された製品

等 

生産キャパシティの安定

化、ライン全体の効率化 

表3: 中小企業向けロボット導入補助金制度（2026年版）の概要モデル12を基に構成 

表3に示すように、従業員数5人以下の零細企業から21人以上の中規模企業まで、要件を満たした
カタログ登録済みの製品等を導入する場合、導入費用の最大1/2以下の補助が受けられる仕組みと
なっている12。この補助金制度と、初期費用を極小化できるRaaSモデルを組み合わせることで、中
小企業におけるロボット導入のハードルは実質的に消滅しつつある。初期設定や周辺機器のカスタ

マイズにかかる費用の一部を補助金で賄い、月々の稼働コストをRaaSで平準化するというスキーム
は、「ロボットの民主化」をかつてない速度で推進している。 

BCP（事業継続計画）における無人化・省人化の価値 
さらに、ロボット導入の動機付けとして急速に重要性を増しているのが、事業継続計画（BCP）の観
点である。天災や予測不可能な疾病災害といった不確実性の高い現代の社会情勢において、サプ

ライチェーンをいかに維持するかは企業の生命線である2。 

人間の労働力は、感染症の流行による出勤停止や、災害時の交通網の寸断によって容易に機能不

全に陥るリスクを抱えている。これに対し、ロボットは感染症のリスクを持たず、電力が供給される限



り24時間365日一定のパフォーマンスで稼働し続けることができる2。日本通運のAMR導入事例にお
いても、人の確保に依存しない安定した稼働体制の構築が、物流インフラを支えるBCPの観点から
大いに期待されていることが明記されている2。ロボットへの投資は、単なるコスト削減や生産性向上

のための「攻めの投資」であると同時に、事業停止リスクをヘッジするための「守りの投資（保険）」と

しての性質を強めているのである。 

ロボット共創社会とITの融合：人間とロボットの新しい組織論 
技術的、経済的、そして政策的な障壁が取り払われた先にあるのは、企業組織における人間とロ

ボットの「関係性」の根本的な再定義である。「ロボットが部下」となる時代において、企業は新しい組

織論とマネジメント手法を獲得しなければならない。 

ITシステムと連動する「ロボット共創社会」の到来 
ロボットが単なる「動く機械」から「自律的に判断する部下」へと進化するためには、高度なIT技術と
の深い融合が不可欠である。株式会社キビテクの代表取締役CEOである林摩梨花氏や、TIS株式
会社ビジネスイノベーションユニットのジェネラルマネージャーである中村知人氏らが提唱するよう

に、「ITで、ロボット共創社会の願い叶えよう」というビジョンが、単なる理想論から具体的な社会実装
のフェーズへと移行している13。 

これからのロボットシステムは、単体で動作するクローズドな環境を抜け出し、クラウド上のAIシステ
ム、現場のIoTセンサー、さらには企業の基幹システム（ERP）やサプライチェーン管理システム（
SCM）とシームレスに連携するようになる1。これにより、例えば「翌日の天候と過去の販売データか

ら受注の急増を予測し、AIが自動的にRaaSプロバイダーに追加のロボットフリートを要求し、現場の
レイアウトを動的に変更する」といった高度な自律的オペレーションが可能となる。 

マネジメントスキルの変化：ロボットを「指揮する」人間 
このような環境下において、現場で働く人間の役割は劇的に変化する。人間は「手を動かす作業者」

としての役割から解放され、ロボットという「部下」の能力を最大限に引き出し、プロセスの改善や新

しい価値創造に注力する「マネージャー」あるいは「オーケストレーター」としての役割へとシフトして

いく。 

前述の通り、協働ロボットやAMRはダイナミックな生産・物流シナリオにおいて極めて高い適応性を
発揮する4。優秀な部下がそうであるように、ロボットもまた配置されるタスクや与えられる指示（プロ

グラム）の質によって、生み出す成果が大きく変動する。現場のリーダーには、「どの工程を人間に

任せ、どの工程をロボットに任せるのが最も効率的かつ安全か」をデザインする能力が求められる。

人間は疲労や集中力の低下によるヒューマンエラーのリスクを抱えるが、例外処理や創造的な問題

解決に長けている。一方、ロボットは反復作業を一定の品質でこなす耐久性と正確性に優れてい

る。両者の強みを深く理解し、適材適所で組み合わせていく能力こそが、次世代の中小工場や物流

現場を牽引する中核的なマネジメントスキルとなるであろう。 

結論：産業構造の不可逆的な変革と次なる展望 
本レポートでの詳細な分析を通じて、「ロボットが部下」となる時代は、遠い未来のSF的なビジョンで
はなく、すでに中小の製造工場や物流倉庫、小売の現場において強力に進行している不可逆的なト



レンドであることが明確となった。 

世界の協働ロボット市場は2030年に向けてCAGR 18.9%という驚異的なスピードで拡大を続けてお
り、33億米ドル規模の巨大市場へと成長する見込みである4。日本国内においても、自動車産業の

EVシフトに伴う既存産業用ロボットの底堅い更新需要をベースロードとしつつ5、これまで自動化の

恩恵を受けにくかった中小企業セクターが新たな成長エンジンとして台頭し、2033年には32億米ド
ルの市場を形成すると予測されている6。 

この変革を主導している核心的な要素が、初期投資ゼロ、メンテナンス込みの月額定額制を実現し

たRaaS（Robot as a Service）というビジネスモデルである2。RaaSはロボット導入に伴う財務的リス
クを極小化し、「時給雇い」という経営者にとって極めて分かりやすい指標でROIを提示することを可
能にした9。さらに、国からの手厚いロボット導入補助金制度の拡充が12、導入に向けた心理的・資金

的なハードルを完全に取り払っている。 

物流現場におけるAMRによる自律的な探索・運搬の分業体制2や、北海道の製造業に見られるよう

な力覚センサーを活用した現場主導のカスタム構築（DIY導入）3など、人間とロボットの協働ユース

ケースはすでに高度に洗練されている。また、Telexistence社の遠隔操作型陳列ロボット9や、シスプ

ロの時給600円で働くデジタルワーカー（RPA）10の普及は、「物理的な制約を超えて労働力を提供・

享受する」という新しい社会基盤の構築を意味している。 

ロボットの普及度合いは、今後数年間で「一部の資金力のある先進的な企業が導入する特別な設

備」から、「労働力不足を乗り越え、事業継続（BCP）を図るためのすべての企業にとっての必須イン
フラ」へと確実にフェーズを移行する。企業はもはや、ロボットを単なる効率化のツールとして扱うべ

きではない。自社の組織構造の中に「マネジメントすべき新しい部下」として明確に位置づけ、人間と

IT、そしてロボットがいかに最適に協働できるかという「共創社会の設計」に直ちに直面することにな
る13。この不可逆的な変化にいち早く適応し、現場におけるロボットの「使いこなし力」を組織の暗黙

知として蓄積できた企業こそが、次世代の産業構造における確固たる勝者となるであろう。 
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